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123.中・高齢者における議搬による骨代鋭機簿濃伝
予の発議レベJf，の変動-SATプロジェクト62-
O岩本有加i、石塚銀行人資箆 JI立久間i五守
彦九久野鶏也久村上和雄1
( 1財閥法人磁際科学援興財問、 2筑波大学先端学
際綴域研究センター)
{豪語設・ 8的}高齢化社会iこともない脅続殺読は増加
し、予診Jとして運動や機嫌食品、サブリメントの摂取
などが推奨されているq 我々は、潟齢者の運動効巣を
遺伝子発現レベルで解析できないかを検討するため、
先ず、運動iこ官、接に関与する営者i織に絞り智代謝に関
連する遺伝子発現を調べることにした。本来、常総織
においてその遺伝子レベルを解析することが望ましい
が、骨主主検i主務3義的ではないことから、常総織に関与
する透伝子の発液状態(遺伝子発波プロファイル)を
脅以外の組織を用いることで代替できないか検討した。
そこで、約10種類のヒト組織を用いて、 (wr-)PCR 
法により検討を進めた総巣、白血球において骨代謝遺
伝子の発現を検出できた坊よヮて本研究では、中・高
齢者の運動における脅代議ti宣伝子の発現レベルの変動
を血液締線〈白血球)を用いて検討したむ
i方法}被検者i立、中・高齢女性23名(年齢66.5土4.6
歳、身長150.9土5.3cm、体議55.1土8.1kg)であったむ
運動内容は、縫合的運動(持久÷筋力)を2@ij患の頻
度でi年間行った。1fni夜サンプリングは運動開始前、
機始0.5年後、 1年後の3凶とし、採取した血液誕Hぬか
らTotalRNAを総出したむ f手代縁側逮i欝桜子-は、文獄
より検索し、それを基にPCRprimerを設計した。
PC誌を行った約120縁類の脅代謝関連遺伝子のうち、
白血球での発現を総認した48種類を使月jして、被検者
の遺伝子発現レベルをRT日 PC誌で検討した。遺伝子・の
発現金は、ゲル電気泳動磁{象より発議変動率三立情的
遺:1~.子IG3PDH) /MWマ…カーとして解析した。
{結果}運動により、発現レベルが変動した脅代謝j鴇
迷遺伝子l立、 48幾類中GM-CSドIR(granulocyte-
macrophage colony幽stimulatingfactur receptor)、
Cytochrome p450、α2創 H2gIycoprotei n、HSPGl
(heparan saliate proteoglycan)、RARA(retinoic 
acid receptor， alpha)、日CK(hemopoietic cel kinase) 
6綾鎮であったお獲に、 1.:t手!lnの遂駄においてGM-CSF/R
はよ昇傾向を、 α2曲目2glycoproteinとHSPGlは下降傾
向を示したむ
{考察・結論}本研究の結果より、1)脅代謝関連遺
伝子の発現レベルの変動を骨組織ではなく、採取可能
な血液綴胞で検出できたむ 2)選動により脅代議選訟
予の発現レベルが変動した。 3)遺伝子により発現レ
ベルの変動パターンが異なることが示された。すなわ
ち、運動効築を血竣線総に発現している背代謝関連遺
伝子・の発議レベルの変化で喜子餓できる可能性がぷ殺さ
れた。
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